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練習１５
(1) この関数のグラフは，y=cos  のグラフを， 軸

をもとにして y 軸方向に 2 倍に拡大したもので，図

のようになる。また，この関数は 2 を周期とする周
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期関数である。

(2) この関数のグラフは，y=sin  のグラフを， 軸

をもとにして y 軸方向に 
1

2
 倍に縮小したもので，図

のようになる。また，この関数は 2 を周期とする周

期関数である。
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(3) この関数のグラフは，y=tan  のグラフを， 軸

をもとにして y 軸方向に
1

2
 倍に縮小したもので，図

のようになる。また，この関数は  を周期とする周
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期関数である。

練習１６
(1) この関数のグラフは，y=sin  のグラフを， 軸

方向に 


4
 だけ平行移動したもので，図のようになる。

また，この関数は 2 を周期とする周期関数である。



 y

 O

-1

y=sin

y=sin 8 9-


4

-
3

4
 -



4



4
3

4


5

4


7

4


9

4


1

(2) この関数のグラフは，y=cos  のグラフを， 軸

方向に -


6
 だけ平行移動したもので，図のようにな

る。また，この関数は 2 を周期とする周期関数であ
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(3) この関数のグラフは，y=tan  のグラフを， 軸

方向に 


4
 だけ平行移動したもので，図のようになる。
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また，この関数は  を周期とする周期関数である。

練習１７
(1) この関数のグラフは，y=sin  のグラフを，y 軸

をもとにして  軸方向に 
1

3
 倍に縮小したもので，図

のようになる。また，この関数は 
2

3
 を周期とする

周期関数である。
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(2) この関数のグラフは，y=cosのグラフを，y 軸

Minao HAYASHI
テキストボックス



をもとにして  軸方向に 2 倍に拡大したもので，図

のようになる。また，この関数は 4 を周期とする周

期関数である。
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(3) この関数のグラフは，y=tan  のグラフを，y 軸

をもとにして  軸方向に 
1

2
 倍に縮小したもので，図

のようになる。また，この関数は 


2
 を周期とする周
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期関数である。

練習１８

(1) y=sin28 9+


3
 のグラフは，y=sin2  のグラフ

を， 軸方向に -


3
 だけ平行移動したもので，図の

ようになる。また，この関数は  を周期とする周期

関数である。



 y

 O

-1

y=sin28 9+


3

y=sin2

-


12

-


3

-
7

12




6

13

6


29

12


2

3


5

12


11

12


23

12


5

3


17

12


8

3


7

6


35

12


U3

2
1

(2) cos8 9-


2



4
=cos

1

2 8 9-


2
であるから，

y=cos8 9-


2



4
 のグラフは，y=cos



2
 のグラフ

を， 軸方向に 


2
 だけ平行移動したもので，図のよ

うになる。また，この関数は 4 を周期とする周期関

数である。
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練習１９
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(1) 方程式を変形すると
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1

2
 と単位円の交

点を P，Q とすると，求
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よって，0(<2 のときの解は

=


6
，

5

6


また， の範囲に制限がないときの解は

=


6
+2n，

5

6
+2n (n は整数)

x 

 y

 O 1

1

-1

-1

P

Q

- U3

2

5

6
7

6

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点 0 11，U3  を T とする。

直線 OT と単位円との交

点は，図の 2 点 P，Q で，

求める  は，動径 OP，

OQ の表す角である。
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あるいは

Kazuhiko_Kato
長方形

Kazuhiko_Kato
長方形




